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2-1 プロクう ム実施内容 (11月25日111月30日)
11月25日旧)

























































































































































































































































































































































































































長崎大学留学生センター紀要 第10号 2002年 101
国人学生で､出入国管理及び難民認定法｣別表第 1に定める ｢留学｣の在
留資格により在留するものをいう｡｣
2) 文部科学省ホームページ (htp://www.next.go.jp/) ｢留学生受入れの
概況 (平成13年版｣による｡





5) 日本の国際教育交流団体 (旧外国人留学生問題研究会 Japan
AssociationforForeignStudentAfairs)
6) 個人研修では､①コミュニティプログラム ②言語教育における異文化
理解教育/異文化コミュニケーション能力の養成 ③日本語教育の現状の3
つを研修テーマにあげていたOしかし､出発前のアレンジの時から､電子
メールでの連絡内容がかみ合わず､個人の研修テーマが､JAFSAから
KAFSAへ伝わっているのだろうかという疑問を持った｡改めて､こちらの
意向を示し､連絡をとろうと試みたが､時間的に出発前にアレンジを済ま
せることはかなわなかった｡
7) 中国での英語学習熱はものすごく､英語圏からの留学生と友人関係 (莱
語を練習するために)を結びたいという中国人学生が圧倒的に多いという
ことが話題になった｡
8) 懇親会終了後､雪が積もっており､タクシーが拾えず､バスと徒歩で地
下鉄の駅に到着したときには最終便が行った後だった｡ホテルまではまだ
相当な距離があったので､ヒッチハイクをし､ホテルまで帰り着いた｡こ
の夜､自宅に帰り着けなかった市民はかなりの数に上ったようである｡
9) 中国では､自分でアレンジを行ったのだが､CAFSAの方から研修予定校
だけでなく､予定校となっていなかった大学へ連絡が行っており､研修先
に移動した際､混乱が生じることになった｡上海へ移動前に､中国では必
ず外事 ｢国際交流処｣を通すことになっているといわれたが､筆者の場合､
教官個人と連絡を取っており､国際交流処とは全く連絡を取っていなかっ
たのだが､CAFSAから連絡が行っており､そのため､スケジュールの変更
を余儀なくされた｡
10_? 国際教育交流と大学の国際化
参考資料
留学交流事務研究会編著 『平成12年度留学交流執務ハンドブック』第一法規
文部科学省ホームページ htp://www.mext.go.jp/
(留学生センター助教授)
